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<序 >

14C年代測定法は,従来より縄文 ･弥生時代の考古学の研究手段 として広く利用さ

れてきた自然科学的分析法である.その適用範囲は現在から数万年前までであるが,

この方法が歴史時代の資料に対 して適用された例は少ない.これは,一回の測定に数

グラムの炭素試料が必要 となる従来の測定法一放射線計教法-においては,貴重な資

料については事実上適用することができなかったためである.これに対 し,加速器質

量分析法 (AMS,AcceleratorMassSpectrometry)による14C年代測定が 1970年代

後半に実用化されるにいたって,数 ミリグラム,すなわち従来法の約 1/1000の試料

での測定が可能 となった.それにともない,植物の種子 ･土器に付着 した炭化物など

量の少ない資料,鉄器のような炭素含有率の低い資料,さらに,古文書をはじめとす

る貴重な資料,これ らの 14C年代測定が可能となるに至った.

ただし,この少量試料の年代測定法は,地球科学 ･考古学等の研究分野には,はや

くから取 り入れ られ利用 されてきたが,文献史学において対象 とするような古文書-

の同測定法の適用は,近年になってようやく開始されるに至ったものである (小田ら

1997,Odaeta1.1998).

そこで本研究では,AMS14C年代測定を古文書資料に適用 した場合の有効性,およ

び,その限界を明らかにすることを目的とし,美術史の面から年代が判明している二

点の古文書についてAMS14C年代測定を行った.
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<資料>

本研究においては,美術史の面から歴史学的年代が判明している以下の古文書二点

についての 14C 年代測定を行った.

資料 1. 『十一面観音法』紙背書状 (150×4682mm 増田 孝 蔵)

平安末期ないしは鎌倉初期の書写にかかると推定される真言密教の聖教 『十一面観

音法』 (一巻,もと京都 ･三井寺に伝来したと称する)がある.しかし,この執筆者

および書写年次は不明である.書跡史学の見地からは,これをおよそ平安後期様式の

書風と推定する.紙の二次使用として書かれた本聖教の料紙はごく普通の椿と思われ

るが,さらにその紙背には一人の手による十通ほど (寸法が不揃いのため不分明)の

書状が存在する.すなわち紙背文書である.書状の字句や文意,文体から見ると,差

出所はおそらく上級貴族と判断される.またこれには都合六個の花押も存する.一次

使用である書状の書風は,鎌倉初期特有のいわゆる法性寺流で書かれている.ところ

で,平安末から鎌倉初期のいわゆる院政期という時代の書を大観すると,時代一般の

書風の面でも過渡期としての様相を呈してお り,こうした新旧の様式の混在は往々に

してある.したがって,本文書をいつのものと見るかは興味深いところである.

資料 2.右少弁吉田冬方奉御教書 (270×473mm 増田 孝 蔵)

□ (当)□囲役大嘗会｣用途事中人之虞｣□圃一同之葱限｣□園何可及子細哉｣ロ

ロ (事)如員数可被進｣□□所被仰下也仇執達如件｣八月九 日右少弁冬方｣ □□守殿｣

とい うこの書状の差出所は右少弁吉田冬方 (藤原氏,前大納言吉田経長三男,弘安 8

年生,元徳元年出家,文保 2年 2月 29日任右少弁,8月 24日記録所寄人,同年 10

月6日左に転ず, 『弁官補任』による)であろうと考えられる.冬方の後醍醐天皇即

位後の大嘗会 (文保 2年 (1318年)11月 22日,冬方 34歳)に際してのものとい う

ことになる.因みに 『尊卑分泳』によると,冬方の兄に吉田定房 (後醍醐天皇の乳父),

隆長 (甘露寺家祖)がい る.書風から見るとおよそ鎌倉末期から南北朝期と見られる

こと,また本文書は,そこから観察される書風の自然さなどから推 して正本として間

違いないと判断される.
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<:実験および結果>

表 1に示すように 『十一面観音法』紙背書状,右少弁吉田冬方奉御教書の両資料か

ら,各々44.1,16.0mgの試料を分取 した.資料には, しみ ･手垢 ･塵など後世に付

着 した不純物が含まれている.そこで,まず以下に述べる化学処理によって不純物を

取 り除 くとともに,和紙の素材 となった植物繊維,そのなかでも最も安定した成分た

るα-セル ロースを抽出した.まず,蒸留水中で超音波洗浄を行い,試料表面に付着 し

たほこり等を除去 し,この後,50-60℃に加温 し,1.2NHClと1.2N NaOH とを用

いた交互洗浄に供 した.次にこの試料に対 して,70-80℃ HCl酸性下での 0.07mol/1

NaC102による処理,室温下での 17.5%NaOHによる処理を行 うことで,α-セルロー

スを抽出した.このセルロース試料を,1.2NHCl,蒸留水で洗浄 した後,真空デシケ

ーター中で乾燥 させた.乾燥後のセルロース試料の重量を表 1に示す.

次に示す操作によって,これ らセルロースからグラファイ トを調製 LAMS14C年代

測定に供 した.古文書資料から得 られたセルロース5-7mgを分取 し,これを 700

-800mgの CuO とともにガラス管に真空封入 し,約 2時間加熱 (850℃)すること

で C02に変換 した.真空ライン中で C02の精製を行い,定量 した後に二分割 した.一

方は,以下の処理により14C年代測定用のグラファイ トに変換 した.また他方は,炭

素同位体分別効果補正用の 613C値を測定するための試料とした.各分析に用いた試

料の量は,表 1に示 したとお りである.

古文書資料から合成された C02を,二倍当量のH2と触媒の Feとともに,ガラス管

に真空封入 し,鉄粉のある管下端部を650℃で6時間加熱 した.この反応によって C02

を還元 し,グラファイ トを得た.専用の手動圧縮装置を用いて,このグラファイ トを

圧縮 し,AMS14C年代測定用ターゲットとした.

古文書資料から調製されたグラファイ トについて,名古屋大学タンデ トロン加速器

質量分析計により14C/13C比測定を行った.標準体には,NBSシュウ酸 SRM-4990(過

称 OI｣D シュウ酸)を用いた.また,同位体分別効果の補正を行 うべく, トリプルコ

レクタ一式気体用質量分析計 (FinniganMAT社製 MAT-252)によって 613C値を

測定 した.これ らの測定結果から求められた 14C年代を表 2に示す.
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表 1.14C 年代測定のための試料調製 (単位は[mg])

資料 No. 1 2

資料名 十一面観音法紙背書状 吉田冬方奉御教書

試料の初期重量

調製 されたセルロース

CO2化に供 したセルロース

14C 年代測定に供 した炭素

a 13C 値測定に供 した炭素

表 2.14C年代測定結果

資料 No. 1 2

資料名 十一面観音法紙背書状 吉田冬方奉御教書

14C年代 【BP] 845±51 582±47

a 13C 値 【%o】 -25.9±0.1 -25.4±0.1

暦 14C 年代 【calAD】 1166-1262 1310-1353or1385-1413

<考察>

本研究において測定 した古文書について,その 14C 年代を暦年代に較正 した結果を

図 1に示 した.図中の破線は,大気中 14C 濃度に経時変動がないと仮定 した場合の 14C

年代 と暦年代の関係 (暦年代 =1950-14C年代)である.これに対 し,実際の暦年代

と 14C 年代の間には,折れ線のような関係がある (StuiverandPearson1993).平

安～鎌倉期の試料に対 しては,実際の暦年代よりも古い 14C 年代が,また,その後の

試料については逆に新 しい 14C 年代が与えられるといった傾向がみ られる.
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図 1.14C 年代の暦年代較正

本図は,古文書の 14C 年代の暦年代較正を示 したものである.図中の破線が大気中 14C 濃度に

経時変動がないとした場合の理論曲線,実線が較正曲線である. 3本の横棒の うち,中央の線が

14C 年代の平均値を示 し,上下のものが誤差範囲を示す.横棒 と較正曲線 との交点から横軸に垂

線をおろすことで暦年代が得 られる.14C 年代 582± 47[BP】に対 し較正後の暦年代は,1310()

1353,1385(1400)1413【calAD】となる.これは,平均値 582【BP】に暦年代 1400【calAD】が

対応 し,誤差範囲の両限たる 535,629【BP】には 1310,1353,1385,1413【calAD]が対応す

ることを示 している.
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測定された 14C年代に対応する暦年代は以下のとお りである.この ｢暦年代｣ は,

14C年代を較正して得 られた自然科学的年代であることを明示する必要があるため,

以下,一般の暦年代と区別 して,暦 14C年代と表記する.また,単位には[calAD】を

用いる.

十一面観音法紙背書状 1166-1262【calAD】

吉田冬方奉御教書 1310-1353,または,1385-1413[calAD】

十一面観音法は,その書風から院政期ないしは鎌倉初期のものと判断される.一方,

14C年代測定においては,12世紀後半から 13世紀中頃のものとの結果が示された.

同文書については,異なる学問分野から判定された二つの年代が,ほぼ一致するとい

う結果になった.

一方,吉田冬方奉御教書は,その書風によって鎌倉末期から南北朝の文書と判断さ

れる.また,文書の内容からは,文保二年 (1318年)の後醍醐天皇大嘗会に際して書

かれたものであると考えられる.この文書の 14C年代測定の結果は 14世紀を示 してお

り,書風,内容から判断される年代値 とよく一致している.

得 られた 14C年代は,両資料とも書風から判断される年代とほぼ一致,ないしは,

それを包含する結果となり,本研究において,AMS14C年代測定法が古文書の年代判

定にとって有益な情報の一つとなり得ることが示唆された.しかし,古文書の 14C年

代測定については,いくつかの問題点が指摘できる.これを最後に述べておきたい.

14C年代とは 14C含有率の異なった表現法であり,古文書が物質資料として有する

物理的属性の一つである.ゆえに,14C年代は,和紙の素材たる植物 (椿 ･雁皮など)

が光合成を停止 した実際の暦年代 とは異なるものである.この点については,地域性,

年輪の分割幅などさらに吟味すべき課題はあるものの,較正曲線の確立によって一応

の解決がみられている.

ただし,歴史学において探求されるべき年代は,その資料が ｢道具｣ として歴史の

なかに現れた年代,歴史学的年代,である.古文書の年代を判定するとい う歴史学研

究の場合,その目的は,その古文書が書かれた,ないしは,何 らかの役割を持って歴

史の中に登場 した年代を決定するところにある.14C年代を較正 して得 られた暦 14C

年代,これは植物が光合成を停止 した年代であり,歴史学的年代とはやはり異なるも

のである.

木製の文化財資料の場合,一般に,樹齢 ･乾燥期間などの要因によって,暦 14C年

代は歴史学的年代よりも古い値を示すことになる.同様に古文書の場合,暦 14C年代

は,文書料紙の原料たる植物が刈 り取られた年代を示すものであり,それが和紙に加

工され,文字が書かれるまでの年数分,歴史学的年代 との間にずれが生 じるはずであ

る.楢紙の場合,作られてからほぼ-年以内で消費されると考えてよい.これは,成

分の- ミセルロースが温度と湿度 との作用で角質化 し,使用に耐えなくなってしまう

ためである.いわゆる ｢風邪を引く｣現象である.しか し,三種や雁皮の場合ではそ

うしたことがない.料紙原料の採取から文書が書かれるまでの時間差,これが暦 14C
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年代と歴史学的年代のずれの一因である.

また,中世文書の多くは紙背文書の形で残存する.こうした紙背文書としての二次

使用が,書状 として一次使用されたときとどれほどの時間差を持つものなのかとい う

問題については,まだ十分に研究されているとはいえない.また,宿紙も二次使用さ

れた紙である.宿紙とは口宣案などに一般的ないわゆる薄墨紙である.これには,古

くは再生紙であるために墨色が残っていたが,近世では態と墨色をつけている.紙の

二次使用も,やはり暦 14C年代と歴史学的年代 との間に誤差を引き起こす要因となる.

これ ら暦 14C年代と歴史学的年代との間の誤差については,今後,歴史学的年代の

明らかになっている古文書の測定例を増や した上で,歴史学と自然科学の両面から議

論されるべき問題であろう.また,古文書に限らず歴史学的資料の 14C年代測定に関

与する研究者には,資料の 14C年代,暦 14C年代,歴史学的年代を明確に区別 し認識

したうえで,14C年代の情報を利用するという態度が求められる.
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AMSRadiocarbonDatingof

TwoAncientJ■apaneseDocuments.

Oda,H.,Masuda,T.andNakamura,T.

ThispaperreportstworadiocarbonagesofancientJapanesedocuments

whosehistoricalagesarewellclarified.Thisstudyintendstoclarifyadifference

betweencalibratedradiocarbonageandhistoricalagethedocumentwaswritten.

Thecalibratedradiocarbonagesofthedocumentsareingoodagreement

withtheircorrespondinghistoricalages.AncientJapanesepaperhasbeenmade

mainlyfrom deciduousshrubs.From theresultsofthisstudy,itissuggestedfor

thetwodocumentsthattheperiodflomtrimmingtwlgSOfftheshrubtowritingon

themanufacturedpaperisnegligiblyshortcomparedwiththepresentprecisionof

AMSradiocarbondatingatNagoyaUniversity.Radiocarbondatingofancient

documentsprovidesusefulinformation forhistoricalstudy because ofthe

negligibledeferencebetweencalibratedageandhistoricalage.
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